
残念ながらてんかんを根本的に治すお薬はまだ発明されていませ

ん。治療薬である抗てんかん薬とは、脳の過剰な興奮を抑えて「てん

かん発作が出ないように予防する」お薬です。ですから飲み忘れた

り勝手に中止したりすると、それまで薬で抑えていた発作がまた起

きてしまいます。

しかし、一部のてんかんには「治る」てんかんがあります。発症したと

きは脳が未熟なために神経興奮による発作が起こりやすいが、一定

の年齢になって脳が成熟すれば、このような発作は自然とおこらな

くなるというものです。つまりお薬をのまなくても発作が出なくなる

てんかんということになります。この場合は、発症から発作が自然に

なくなるまでの期間のみ治療を受けることがあります。

一方「治らない」てんかんでは、成長して大人になっても脳の興奮性

が自然と落ち着くことはありません。ですから、発作が起きないよう

にするためにはずっとお薬を飲み続ける必要があります。

いつの日かすべてのてんかんそのものを治してくれるお薬が開発さ

れることを期待します。

てんかんは治るの？

抑制
興奮

脳の「興奮」と「抑制」のバランス

10年以上前の話ですが、テレビアニメの放送中に子どもたちの一

部がけいれん発作を起こしたことがありました。これは光過敏性て

んかんというてんかんの症状で、映像の中に含まれる強い刺激の光

や点滅により、てんかん発作が誘発されたためにおきました。てんか

んのある人の一部で見られる症状で、子どもの方で頻度が高いとさ

れますが、大人でも見られます。脳波検査の際に光刺激による反応

を調べますが、そこで異常があった場合も注意が必要かもしれませ

ん。テレビアニメに限らずテレビゲームで発作が誘発された事例も

あり、極度の刺激であれば、どんな光や視覚的な刺激によっても発

作が誘発される可能性があります。「テレビを見るときは部屋を明

るくしテレビから離れて見てください」という表示を普段目にするこ

とも多いと思います。先述の事件以降、テレビ放映やゲーム等にお

ける映像や光の点滅には十分に注意が払われるようになり、普通に

視聴する分にはほとんど問題はないでしょう。だからと言って、一日

に何時間もテレビやゲームにはまってしまうと、規則正しい生活リ

ズムへの影響や目の疲れにつながりますので、気をつけた方がよい

でしょう。

テレビやゲームとてんかん
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